
鶏　肉　情　勢 更新 全農チキンフーズ㈱

生産状況 単位：千羽、千トン、％

数量 前年比 数量 前年比 数量 前年比 数量 前年比 数量 前年比

入雛羽数 63,658 102.2% 536,303 100.5% 64,903 100.5% 60,311 102.1% 63,942 99.3%

(2) 処理羽数 55,098 101.6% 501,943 100.6% 58,673 102.0% 58,242 103.0% 64,047 101.6%

処理重量 163.2 103.5% 1,496.9 101.2% 173.6 102.6% 173.2 102.1% 190.3 100.7%

※参考資料：全国食鳥新聞発行「PＭＮ]

輸入動向 単位：千トン、％

(1) 鶏肉 調製品 合計

当年 前年 前年比 当年 前年 前年比 当年 前年 前年比 鶏肉 調製品

50.2 45.1 111.3 44.0 37.0 119.1 94.3 82.1 114.8 53.3 46.7

40.8 49.3 82.7 42.6 39.0 109.4 83.4 88.2 94.5 48.9 51.1

52.0 46.0 113.2 43.7 37.1 117.8 95.8 83.1 115.2 54.3 45.7

55.4 42.0 131.8 39.6 35.4 111.9 95.0 77.4 122.7 58.3 41.7

408.1 416.3 98.0 349.7 305.7 114.4 757.8 722.0 105.0 53.9 46.1

(2) ※参考資料：全国食鳥新聞発行「PＭＮ]、全国食鳥新聞

(1) 消費動向（2人以上の世帯） 単位：グラム、円、％ 相場（年別・暦年） 単位：円

もも肉 むね肉 計

当年 前年 前年比 当年 前年 前年比 H23年 642 264 906

1,209 1,187 101.9 1,184 1,123 105.4 H24年 563 189 752

1,199 1,160 103.4 1,180 1,114 105.9 H25年 583 246 829

２．量販・卸 (1) 1,342 1,293 103.8 1,269 1,189 106.7 H26年 626 294 920

1,308 1,298 100.8 1,255 1,221 102.8 H27年 639 336 975

※参考資料：総務省統計局HP H28年 621 255 876

在庫状況 単位：千トン、％

当年 前年 前年比 当年 前年 前年比 当年 前年 前年比

(1) 25.9 23.4 110.9 116.5 139.5 83.5 142.4 162.9 87.4

26.9 26.4 101.7 124.1 141.4 87.8 151.0 167.9 90.0

25.6 25.4 100.7 122.1 142.4 85.8 147.7 167.8 88.0

2．見通し (1) 27.0 24.2 111.8 130.8 145.3 90.1 157.9 169.5 93.2

※実績参考資料：畜産日報、農畜産業振興機構

(2) 相場（月別） 単位：円、％

品名 もも肉 むね肉 正肉合計

履歴 当年 前年 前年比 当年 前年 前年比 当年 前年 前年比

(1) 587 594 98.8 328 239 137.2 915 833 109.8

563 587 95.9 323 240 134.6 886 827 107.1

560 591 94.8 324 247 131.2 884 838 105.5

583 623 93.6 322 264 122.0 905 887 102.0

(1) (610) 640 95.3 (325) 271 119.9 (935) 911 102.6 ※（）は見通し

(635) 669 94.9 (320) 258 124.0 (955) 927 103.0

626 614 102.0 315 253 124.5 941 867 108.5 ※1-10月平均
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１．家計消費

生産・処理動向調査（（一社）日本食鳥協会10月下旬取り纏め）によると、平成29年9月推計
実績は、処理羽数が55,098千羽で前年比101.6％、処理重量も163.2千㌧で同103.5％ととも
に前年を上回った。北海道・東北地区並びに関東地区の平均気温が前月差・平年差ともに
下回ったことにより生産成績が他地域に比べ大きく伸びた（前年比105％）ことや生鳥処分（廃
棄）も3.19％と前年比で0.23％減少したことが要因と考えられる。

日本チェーンストア協会によると9月の総販売額は、農産品・水産品・住関品等が低調で前年
比0.3％減少、食料品全体でも同0.1％減少した。そのなか畜産品は同3％増加しており、農
産品・水産品からのシフトと考えられている。今秋は気温の低下に伴い鍋物需要が早まり、も
も肉・手羽元等はﾀﾚﾒｰｶｰの宣伝等もあり、引合いも強く荷不足感が漂い始めてきた。

１．国内

２．輸入

日本ハム・ソーセージ工業協同組合がまとめた鶏肉の8月単月加工品仕向肉量はサラダチキ
ン等の影響で4、486.6㌧（前年比103.7％）、国内物は3、800.9㌧（同99.8％）と微減となった
が輸入物は647.7㌧（同134.6％）と大幅な伸びとなった。

３．業務・
　　加工筋

(1)

(1)

Ｈ29年9月

輸入品在庫は9月の輸入数量が前年同月比で大幅に上回り、今後も増加傾向であること等
から最需要期を踏まえ増加が予測される。特にハイレベルで輸入される調製品（フライドチキ
ン等）の動向次第では、さらに積み増しも予想される展開となってきた。

9月の国産在庫は、生産・供給量が前年を上回り、出回り量は前年並み見込みのため前年を
若干上回る見通し。10月については、出回り量の増加が見込まれており、供給量も前年を上
回る計画であるため在庫も前年を上回る見通しとなっている。

10-12月の生産計画について、入雛羽数は10月が64,903千羽で前年比100.5％と微増、11
月も同102.1％と増加、12月は同99.3％と若干の減少となっており、ヒナ不足と言われていた
ものの潤沢な入雛となっている。処理重量は10-11月が前年比102％程度と増加、12月が同
100.7％と前年並み、地域別では北海道・東北地区で3％前後の増加、九州地区ではほぼ前
年並みと計画となっており、輸入物の在庫状況を考慮すると、例年通りの気候となれば最需
要期の年末に向けて不足感が余り見られない計画と思われる。

財務省10月31日発表の貿易統計によると9月の鶏肉（原料肉）輸入量は55.4千㌧で前年比
131.8％と大きく上回り2か月連続で50千㌧超えとなった。主な国別ではブラジル39.7千㌧（前
年比137％）、タイ12.1千㌧（同106.6％）、アメリカ2.1千㌧（同153.4％）でブラジル・アメリカが
大幅に上回ったが、1-9月累計では408.1千㌧で前年比98％と下回っている。日本食肉輸出
入協会（10月18日開催の輸入動向検討委員会）は今後の輸入量を10月は59.7千㌧（同
119.2％）、11月が53.4千㌧（同103.2％）と予測した。また、10月現在、タイ産は数量・価格とも
堅調に推移。ブラジル産は依然として現地積出数量が不透明で価格も軟調で先行き不透明
とコメントしている。日本国内のブラジル産もも肉の相場下落に伴い、今後入荷分のコストとの
間で逆ザヤになっているため12月以降の数量は落ち着くとの考えもある。

鶏肉調整品の9月輸入量は39.6千㌧と前月（8月）より約4千㌧減少したものの平成29年は2月
を除き前年を上回って推移している。唐揚げ、サラダチキン等を中心とした需要が継続してい
るため、10月以降もタイ・中国中心に増加傾向は続くと思われる。
総務省統計局発表の平成29年9月家計調査報告によると全国一世帯当たりの肉類消費（購
入）金額は前年比105.6％の7,206円で4か月連続で前年を上回った。鶏肉についても、消費
（購入）量が前年比103.8％の1,342g、購入金額は前年比106.7％の1,269円でともに前年を
上回った。鶏肉は残暑のなかの肩肉等の焼肉需要や健康志向が反映・継続している結果と
考えられる。
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10月の相場は、もも肉583円/ｋｇ（前月比23円上げ）・むね肉322円/ｋｇ（前月比2円下げ）で、
正肉合計で905円/ｋｇと前月比21円上げとなった。もも肉は、10月初め570円、月末593円と
上げ基調であるが、予想より若干回復が遅い展開となった。むね肉は旺盛な需要に支えら
れ、前年比58円高と相変わらず高原相場が継続している。

在
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１．10月動向

２．11月見通

１．29年8月 国産在庫は生産が好調であったことから前月・前年とも上回った。輸入品は在庫過多であっ
た前年の反動で大きく下回っているもののブラジル産の輸入量の増加に伴い、合計で157.9
千㌧と160千㌧に迫る高い水準となった。

H29年11月11月は気温の低下で鍋物需要が増加するためもも肉を中心に価格上昇が見込まれる。もも
肉は月平均で610円、むね肉については加工筋等からの引き合いが引き続き強いものの、量
販店等への供給が落ち着くものと考えられ、月平均で325円と予測される。
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